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【向井観光部長】  

 お待たせしました。これより「東京の観光振興を考える有識者会議」を開会

いたします。  

 本日は御多忙にもかかわらず御出席いただきまして、誠にありがとうござい

ます。  

 私、東京都産業労働局観光部長の向井でございます。  

 座長が選任されるまでの間、進行役を務めさせていただきます。よろしくお

願いいたします。  

 ここで、本日の資料の確認をさせていただきます。  

 お手元には議事次第、座席表、資料１の委員等名簿、資料２の本会議の設置

要綱をお配りしてございます。なお、議事次第に記載しております資料３、資

料４及び本日のプレゼンテーション資料は卓上のタブレット端末で御覧いただ

けます。オンラインで御参加の方は、事前に事務局より送付しております資料

を御覧ください。なお、タブレット端末のページ送りは事務局で操作いたしま

すので、御承知おきください。  

 続いて、マイクの操作について申し上げます。  

 オンラインで御参加いただいている委員につきましては、発言されるときの

みマイクをオンにしていただき、それ以外はマイクをオフ、ミュートにしてい

ただきますようお願い申し上げます。  

 会場の委員は御発言の際、マイクの右側のボタンを押し、赤いランプが点灯

してから御発言いただきますようお願いいたします。御発言が終わりましたら

再度右側のボタンを押してマイクをオフにしてくださいますようお願い申し上

げます。  

 次に、本日の委員の皆様の出欠状況について報告させていただきます。  

 本日は委員 15名中 11名の皆様に御出席いただいております。うち３名の皆様

には、オンラインでの御参加をいただいております。出席者につきましては、

今年度から新たに御参加いただく委員３名を紹介させていただき、継続委員の

皆様につきましては座席表の配付をもって代えさせていただきます。  

 それでは、新たに御参加いただく委員を紹介させていただきます。  

 一般社団法人日本動画協会理事長、日本アニメーション株式会社代表取締役

社長、石川和子委員です。  

 一橋大学大学院経営管理研究科准教授、鎌田裕美委員です。  

 日本ガストロノミー学会代表、株式会社フードロスバンク代表取締役社長、

内閣府クールジャパン官民連携プラットフォームプロデューサー、山田早輝子

委員です。  

 どうぞよろしくお願いいたします。  

 それでは、次第に沿って進めさせていただきます。  
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 初めに、本会議の座長の選任を行います。  

 資料２の本会議の設置要綱、第６により、座長は、委員の互選により選任す

ることとなっております。いかがでしょうか。  

 牧野委員、お願いいたします。  

【牧野委員】  

 座長は佐藤委員を推薦したいと思います。  

【向井観光部長】  

 ただいま牧野委員より、佐藤委員を座長にとの御推薦がございました。委員

の皆様、いかがでしょうか。  

（「異議なし」と声あり）  

【向井観光部長】  

 ありがとうございます。  

 それでは、佐藤委員に座長をお願いしたいと思います。  

 この後の議事進行につきましては、佐藤座長にお願いしたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。  

【佐藤座長】  

 ただいま座長に選任されました佐藤でございます。  

 昨年度に引き続き２年目となりますけれども、今年度はこの有識者会議にお

ける議論を踏まえて東京都観光産業振興実行プランが改定される年に当たって

おりますので、重責に身の引き締まる思いであります。  

 今回の東京都観光産業振興実行プランの改定は、コロナ禍による低迷とそこ

からの回復の中で生じた世の中の新しい動き、考え方、ニーズを踏まえたもの

とする必要があると考えます。本有識者会議では、委員の皆様の御協力を得て、

実行プランの改定に有意義な議論を行っていきたいと考えておりますので、ど

うぞよろしくお願いをいたします。  

 それでは、初めに、小池知事から一言御挨拶をお願いいたします。  

【小池知事】  

 皆様、こんにちは。御多忙のところ、東京の観光振興を考える有識者会議、

御出席を賜りまして誠にありがとうございます。  

 今回から石川和子委員、鎌田裕美委員、そして、山田早輝子委員、３名の方

に加わっていただいております。それぞれの専門性などを生かして、ぜひ東京

の観光の量のみならず、人数だけでなくて質も高めていくということが重要で

ございますので、闊達な御意見を頂戴できればと思います。  

 コロナの５類以降以来、やはり目に見えてインバウンドのお客様も増えてい

る、人の動きも大変活発になってきています。星野委員には、ぜひその辺、実

際のホテルの状況がどうなのかとか、現場の声なども伺えればと思います。逆

に人が足りなくて全部開け切れないとか色々課題も見えてきているかと思いま
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す。  

 コロナでこの３年間、東京の場合は 1,200日だったのですが、コロナ禍の中で

色々と模索する毎日でございました。ただ、この間、やはり世界、また色々進

んで、キャッシュレスはさらに確実になってきておりますし、日本に来たらま

ず銀行に行って為替を替える。今日、142円近くまで行って、アトキンソンさん、

これはどうなるのですか。旅行者にとってはいいけれども、アトキンソンさん

はお給料は円ベースなのですか。  

【アトキンソン委員】  

 円です。  

【小池知事】  

 プラスマイナスあろうかと思いますけれども、インバウンドの方にとっては

これほどアドバンテージはないのではないかというように思いますし、ここで

一気にやはり観光東京ということを売り出していきたいと思います。  

 コロナからの回復の後は、ただ元に戻るのではなくてサステナブルリカバリ

ーという言葉をキーワードに、東京都は観光産業の面でも進めていきたいと考

えております。  

 今年の２月には、切り口は違うのですけれども、 SusHi Tech Tokyoというイ

ベントを開きました。多くのスタートアップの皆さん、お集まりいただいて大

変盛大に開いたところでございます。この SusHi Techというのは、東京のイメ

ージは何ですかと聞いたら、世論調査の１位が寿司、２位がテクノロジー。サ

ステナブルの Susと、それから、ハイテクと２つつなげれば SusHiになるという

ことで、もうこれは配りまくっているのですけれども。ビッグ・アップルは別

にニューヨークでアップルが採れるわけでもないが、言い続けているとそうや

って定着するので、やはり SusHiというのは東京としてもよりイメージといいま

しょうか、プラスのイメージ、かつ食事というのは日本の、また東京の一番の

売りの一つでもありますので、そういった面でもよりイメージというか、デリ

バーしていくことができるのではないかなと思っております。  

 今日は来年度からの３か年計画といたしまして、新たな PRIME観光都市・東京

のプラン策定を予定いたしております。座長、どうぞよろしくお願いいたしま

す。これまでにない方向性を出していくということで、新たに加わってくださ

った皆さん、そしてまた、本日御出席いただいている皆さん、そして、オンラ

インで今日もつながっている皆様方、どうぞこの東京の観光の質をより高めて

いくという目標に向かってぜひ闊達な御意見を頂戴できればと、このように思

っております。どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうございました。  

【佐藤座長】  

 小池知事、ありがとうございました。  

 ここで、小池知事は公務のため、御退席されます。  
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（小池知事退室）  

【佐藤座長】  

 それでは、会議を進行させていただきます。  

 まず事務局から資料の説明をいただき、その後、鎌田委員からプレゼンテー

ションをしていただきます。鎌田委員のプレゼンテーション終了後、委員の皆

様に御議論をいただきたいと思います。  

 それでは、まず事務局より資料説明をお願いいたします。  

【天津観光振興担当部長】  

 かしこまりました。それでは、事務局から資料３「東京都観光産業振興実行

プランの改定について」、御説明いたします。  

 まずは「１．東京の観光施策の新たな方針策定について」を御覧ください。  

 今年度の有識者会議では、東京の観光の持続的な発展に向けた新たな方針を

テーマに御議論いただき、御意見などを踏まえまして「 PRIME観光都市・東京  東

京都観光産業振興実行プラン」を改定する予定です。  

 次期プランの計画期間は 2024年度からの３か年を予定しております。  

 本有識者会議は、今回を含め３回の開催を予定しております。東京都観光事

業審議会からの御意見やパブリックコメントをいただき、来年２月に新たなプ

ランを公表する予定でございます。  

 主な政策目標でございますが、旅行者に対する受入れ意向のほか、都を訪れ

る国内及び外国人旅行者数、消費額などについて 2030年に向けた長期的な目標

値を設けております。  

 次のページでございます。  

 「２．有識者会議における主な論点」についてです。  

 東京が持つ多様な魅力の戦略的な発信、多角的な視点での観光資源の開発や

磨き上げ、時代のニーズに合った受入れ環境整備の推進について、御議論いた

だきたい主な論点を挙げさせていただきました。忌憚のない御意見をお願いで

きればと存じます。  

 次でございます。  

 ３、主な論点に関する都の取組状況です。  

 昨年度の有識者会議で委員の皆様からいただいた御意見を踏まえた取組を中

心に主なものを紹介いたします。  

 最初に、東京が持つ多様な魅力の戦略的な発信です。  

 Tokyo Tokyoアイコンを用いたブランディングの強化への取組や、メタバー

スを活用した観光 PRの実施、また、インフルエンサーやメディアへのファムト

リップによる東京の食の魅力の発信などでございます。  

 次です。  

 多角的な視点での観光資源の開発や磨き上げです。  
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 プロジェクションマッピングや食の魅力の発信といった取組に加え、多摩・

島嶼地域の自然や食といった地域資源を生かした体験型コンテンツの開発、磨

き上げに関する取組へのサポートなどでございます。  

 次でございます。  

 時代のニーズに合った受入れ環境整備の推進です。  

 宿泊事業者に対し、デジタルツールやクラウドサービスの導入等に係る経費

を補助する事業や、障害者の方や高齢者の方などが様々な交通機関を快適に利

用しながら旅行などを行うアクセシブル・ツーリズムの充実に向けた取組の推

進などでございます。  

 次でございます。  

 「４．観光に関する主要動向」についてです。  

 よく御存じのものも多いかと存じますが、観光に関するデータを幾つかまと

めておりますので、簡単に御紹介いたします。  

 まずは訪日外国人旅行者数の推移と消費動向でございます。昨年 10月の水際

対策緩和以降、訪日外国人旅行者数が急増しております。また、訪日外国人消

費額の総額はかなり回復してございます。  

 次は東京を訪れた旅行者数と消費額の推移でございます。訪都旅行者数、訪

都旅行者消費額、ともに日本人に関しましては 2019年の水準まで回復しており

ます。外国人につきましても回復の兆しを見せております。  

 次です。  

 観光客が評価する都市ランキングと外国人の方々が日本で観光に期待するコ

ンテンツについてです。 2022年の東京のランキングは３位、また、日本の観光

に期待することでは日本食やショッピングが上位となっております。  

 次は、観光産業における人材不足と観光産業における DXの取組状況について

です。  

 宿泊・飲食サービス業は、観光需要の回復に伴い、人材不足の状態が他の産

業と比べて深刻となっております。また、 DXの取組状況につきましては、他産

業と比べて遅れている状況となっております。  

 次は５、観光事業審議会での主な意見でございます。  

 審議会は今月の２日に行われまして、東京の魅力発信、高付加価値化の推進、

人材不足対策など、様々な視点から御意見を頂戴いたしました。  

 次でございます。  

 次からは、国の動きについての御紹介です。  

 昨年度末に策定された観光立国推進基本計画（第４次）の概要。  

 続きまして、先月末に公表された新時代のインバウンド拡大アクションプラ

ンの概要。  

 そして、次が最後になりますが、先週公表されました令和５年版観光白書の
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概要でございます。  

 事務局からの説明は以上でございます。  

【佐藤座長】  

 ありがとうございました。  

 ただいま事務局から、今回の観光産業振興実行プランの改定に当たって議論

すべき多様な論点について説明がありました。事務局資料の末尾に添付されて

おりました国の観光立国推進基本計画に書かれている旅客数だけでなく消費額

を重視するという考え方や観光白書に書かれている稼げる地域、稼げる産業へ

の変革の必要性ということも、これらはアトキンソン委員が常々御主張されて

きたことでありますけれども、論点の一つだと思います。  

 また、国の新時代のインバウンド拡大アクションプランにありますように、

観光の概念を従来よりももっと広く捉えて、これまで東京都が先陣を切って積

極的に取り組んでこられました国際会議の誘致や国際金融センターの拠点化と

いったようなことを活用するということも論点の一つだと思います。  

 次に、鎌田委員から「観光地の住民態度  観光のリピーター」についてプレ

ゼンテーションをしていただきます。  

 東京都観光産業振興実行プランの改定に当たって踏まえるべき観光分野にお

ける新しい動きについても御指摘いただけると幸いであります。  

 それでは、鎌田委員、よろしくお願いいたします。  

【鎌田委員】  

 一橋大学の鎌田と申します。よろしくお願いいたします。  

 本日の発表ですが、資料の枚数が多いので割愛します。よろしくお願いいた

します。  

 まず、自己紹介です。こちらにありますように実は私は、高校を卒業して東

京都の職員をしていました。在職中、働きながら大学に行かせてもらうという

機会を得ました。東京都のご理解があって今の私があるということで、この場

を借りてお礼を申し上げたいと思います。  

 現在は一橋大学大学院経営管理研究科で准教授をしており、主に MBAのホス

ピタリティ・マネジメント・プログラムを担当しています。このホスピタリテ

ィ・マネジメント・プログラムは観光庁のご支援をいただきまして 2018年度に

開講いたしました。開講に当たりましては、シンポジウムで、伊達委員、アト

キンソン委員に御登壇いただきました。ありがとうございます。また、星野委

員にも本学の研究会等で度々御講演いただきまして、御協力ありがとうござい

ます。この場を借りてお礼を申し上げたいと思います。  

 本日は、観光立国推進基本計画について触れてくださいということだったの

ですが、私は観光分科会の委員を仰せつかっているものの、この計画に関わっ

たのは僅か４か月程度です。そのため、私から申し上げるのは僭越ですが、大
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事なことは、この３つの戦略を確実に着実にやっていくことだと思います。た

だし、数値目標が独り歩きしてしまうことは避けなければいけないと思います。 

 数値目標を達成することは重要なことですけれども、さらに重要なことは、

こうした数値目標を達成できたときにどういう世の中になるのかということを

示すことだと思います。そうでなければ、国民の理解は得られないと考えてい

ます。こうした数値目標とそれを達成した際のイメージをどのように伝えてい

くかという点が課題と思います。  

 次の資料をお願いいたします。  

 最近の研究についてです。私が現在行っている研究は観光リピーターに関す

る研究です。訪日観光客のリピート行動の研究をしてきましたが、コロナ禍に

なり、訪日観光客がいない中で研究を進めました。今年度からは、訪日に限ら

ず、とくに海外旅行でリピート行動をする方の動機や行動を研究し、モデル構

築を目指しております。  

 また、コロナ禍では観光地の住民の研究をしておりました。３つ目、４つ目

は共同研究です。今日は住民態度とリピーターに関して御説明したいと思いま

す。  

 次、お願いいたします。  

 住民態度の研究について、コロナ禍での研究なので、もう不要なのではない

かという御意見もあるかもしれないのですが、コロナ後にも知見が活かせると

思います。具体的には、オーバーツーリズム問題です。コロナ前からの問題で

したし、コロナ後を迎えた今も、この問題への対応は課題になっていると思い

ます。  

 コロナ禍では、多くの国でロックダウンが行われました。日本の場合、この

ような場で申し上げてはいけないかもしれないのですが、外出自粛を要請しな

がら Go Toトラベルにより観光旅行を促すということをしました。これは観光

地の住民からしてみると、観光客を受け入れることは、非常に恐怖であったろ

うと考えられます。そこで、コロナ禍での観光客の受入について研究しました。  

 観光地では、観光客は非日常を求めている一方、住民は日常生活を送ってい

ます。観光客と住民は、同じ空間を異なる目的でシェアすることになります。

この点を考えないと観光振興はうまくいかないのではないかというところがポ

イントです。コロナ禍のみのことではなく、先ほど申し上げたオーバーツーリ

ズムの問題にも共通します。  

 この研究で明らかになったことを 14スライド目にまとめました。  

 コロナ禍の最中、定点的に４回調査をして分析しました。新型コロナウイル

スへの不安は常に観光振興のサポートにネガティブに働きました。しかし、住

民ホスピタリティは、観光振興のサポートに常にポジティブであったという結

果が出ました。住民ホスピタリティとは、住民が観光客を受け入れる歓迎度と



8 

 

言えるものです。  

 地域経済のために観光を振興しなければいけないということがコロナ禍では

議論されていたと思います。しかし、住民に対しては、地域経済のためという

説明よりも、住民ホスピタリティを維持することのほうが大事だったのではな

いかと考えられます。これは、オーバーツーリズムにも同様と思います。  

 次に、観光リピーターの研究です。リピーターを対象にした研究はさまざま

あります。こちらの図は 1984年から 2023年の５月 17日までの国際ジャーナルに

掲載された英文論文で、観光のリピーターあるいはリピートを対象にした論文

の数をまとめたものでございます。  

 論文数が増えてきているのが分かります。 2023年は５月中旬時点で 15本です

ので、おそらく 2022年の論文数を超えるのではないかと思います。ここで申し

上げておきたいことは、リピーター研究は世界的にも注目されるようになって

いるということです。また、 2020年から増加傾向にありますが、実はコロナに

関連したリピーターの研究というのはほとんどありません。一般的なリピート

の研究が増えてきています。  

 次、お願いいたします。  

 私の研究では、満足度が高いとリピートするかという問いを設定しています。

一般的に、満足度が高いとリピートすると言われていますが、消費者行動の分

野では満足してもリピートしないという Variety seekingや Novelty seekingが

指摘されています。  

 観光の場合はリピートまでのインターバルが長く、今回行ってよかったから

明日もまた行こうということはほぼあり得ません。先行研究では、短期と長期

のリピートの意向を分析することが多いです。 Jang & Feng（ 2007）は、新奇性

追求である Novelty seekingをする人たちは中期であればリピートしたい、短

期だとリピートしないということを明らかにしています。つまり、今回の旅行

で満足しても、短期では、新しい別の観光地に行きたいということです。  

 次、お願いいたします。  

 満足度とリピートについて、 2018年にタイと台湾と韓国の訪日リピーターの

方に現地でインタビュー調査をしました。合計で 30名程度にインタビューしま

した。いずれの方も所得は高い方々ですので、海外旅行経験は豊富です。訪日

リピートをする理由を尋ねたところ、ビザの緩和があがりました。近くて遠か

った日本がビザを緩和したので名実ともに近くなったということでした。  

 資料では直接的な表現で失礼しますが、時間や予算に制約がなければヨーロ

ッパやアメリカ、アフリカ等に行ってみたい、次の休暇では日本には行かない

という回答が多くありました。先ほど申し上げた研究結果と同じように、短期

のリピート意向は見られませんでした。このインタビュー調査の知見をあげま

した。１点目は、気軽に行けることが魅力であって、日本の観光資源そのもの
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に引かれているわけではないこと、常にどこでも同じ体験ができることが日本

の魅力であるということです。これは決して日本の評価が低いということでは

ありません。何度も訪日をしているので、観光というよりも日常生活圏の一部

であり、ちょっと遠出する感覚ということです。常にどこでも同じ体験ができ

るというのは、地方部に行っても都市部と同じ水準の宿泊施設や飲食店が必ず

あり、安心して、個人で自由に旅行ができるということです。  

 ２つ目は、リピーターの定義を検討する必要性です。タイの人から、自分は

リピーターだとは思っておらず、旅行相手や時期が変われば、同じ場所に行っ

たとしても異なる旅行であると言われました。  

 次、お願いいたします。  

 こちらは概念図です。今、申し上げたインタビュー調査の結果から、リピー

ターをカテゴライズしました。初回は団体旅行等で来て、そのときに日本語が

できなくても都市部であれば何とかなることを学習し、さらに東南アジア、東

アジアの方々ですので日本であれば外見で目立たないことも実感します。アジ

ア人が欧米へ行くと外見で目立つが、日本であれば黙っていれば日本人と区別

がつかないため、気にせずに自由に旅行ができるということです。  

 水色で示しているところは、先ほど言った Variety seeking、Novelty seeking

の部分です。  

 次、お願いいたします。  

 満足度のほか、Customer engagement（ CE）、顧客エンゲージメントがありま

す。タイと台湾の方を対象に、コロナ禍の 2021年に調査しました。コロナ禍で

日本に来られないため、日本への募る思いがあるだろうということで、それを

CEで見たという研究でございます。  

 次、お願いします。  

 分析の結果、Novelty seeking、新奇性追求は、新しい訪問先という意味と新

しい経験という２つの意味があるのではないかということが窺えました。その

ため、新しい観光地を訪問する経験と、同じ観光地で新たな経験をすることを

区別してマネジメントする必要があると言えます。  

 また、リピート先の単位も考える必要があります。国単位、つまり日本には

何回も来るかもしれないけれども、日本国内で Variety seeking行動をする可

能性もあります。  

それから、顧客エンゲージメントは、消費者とのコミュニケーションが前提

です。ノベルティ・シーカーは新しい場所や経験を求めるためリピートしない

ことになります。そのノベルティ・シーカーの CEを高めると同時に、新奇性を

いかに刺激し続けられるか、どのように刺激するかという点がポイントになる

と言えます。  

 次、お願いいたします。  
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 今後の私の研究計画を示しています。今年度に、タイと台湾へのリピーター

のインタビュー調査を実施し、海外旅行でリピート行動する人はどういう人な

のかを追究します。また、消費者行動分野でのリピート行動と観光のリピート

行動の比較を行います。最終的にはリピート行動モデルの構築をしたいと考え

ております。  

 ざっとですが、以上になります。ありがとうございました。  

【佐藤座長】  

 鎌田委員、ありがとうございました。  

 それでは、意見交換に入りたいと思いますが、本日御欠席の委員の方々から

事前にコメントをいただいておりますので、まず事務局より御紹介をいただき

ます。その後、委員の皆様から御意見を頂戴したいと思います。  

【天津観光振興担当部長】  

 それでは、資料４を御覧ください。欠席されている委員からの主な意見を紹

介させていただきます。  

 最初に、小巻委員です。  

 東京は海外と比べて安全、夜も安心して出かけられる都市です。そうした魅

力を改めて発信するとともに、見直すべきところがあれば積極的に見直すこと

が必要。  

 観光視点での VR・ ARの活用では、キャラクターが一緒に散歩してくれたり、

空港などで出迎えて案内をしてくれるものが開発できるとよい。  

 次に、田川委員です。  

 国際文化都市東京の実現が人を引きつける。江戸東京きらりプロジェクトと

連携して東京の伝統工芸品などのブランドの発信が一層必要。  

 東京に１週間から 10日滞在してもらい、富士山や北関東に送客する関東広域

観光の発想があればよい。  

 インバウンド、国内誘客、 MICEなどマーケット別に整理した議論が必要。ま

た、万博で大阪からの入国が増えることへの対応という切り口の議論も必要。  

 次に、滝委員です。  

 東京の歴史・文化は、江戸時代はもとより、縄文時代からつながっており、

そうした魅力を正確に発信することが必要。  

 インバウンドもリピーターを獲得していくべき。ニッチな魅力はリピーター

に響く。  

 最後に、田中委員です。  

 インバウンドの目当ては食であることが多い。東京にはカジュアルな食事か

ら伝統野菜や伝統的な食事もあるので、それを活用したプロモーションが重要。 

 日比谷公園をはじめ、すてきな公園やすばらしい空間もあるので、それを観

光の視点でもっと活用できないか。  
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 以上でございます。  

【佐藤座長】  

 ありがとうございました。  

 それでは、皆様から御意見をいただきたいと思います。時間が限られており

ますので、御発言はお一人５分程度でお願いをいたします。  

 では、まずオンラインで御参加の委員の方から御意見をいただきたいと存じ

ます。  

 まず最初に、石井委員、いかがでしょうか。  

【石井委員】  

 皆様、こんにちは。石井でございます。オンラインで失礼いたします。  

 鎌田委員、大変勉強になる御発表、ありがとうございました。それから、資

料も大変よくまとまったものを拝見させていただきまして、ちょっとばらばら

してしまうかもしれませんが、幾つか感想と意見を述べさせていただければと

思います。  

 まず、先ほど知事のお話にもありました SusHi Techという大変面白い取組だ

と思うのですが、それに続きまして、資料の中にも TOKYO LIGHTSというような

言葉が出てまいりまして、照明が観光に一役買っているというのは非常に私と

してもうれしいことではございますけれども、それとやはり自然とか食とかキ

ャラクターのようなサブカルのようなものが今、パラレルに提示されている傾

向がございますが、例えば自然を求めて山とか島とかに行ってもハイテクが一

緒についてくるというようなことは新しい体験としてあまりまだほかでもやら

れていない。  

 自然派の人はもう自然しか見てない、それから、キャラクターが好きな人は

秋葉原にしか行かないというわけではなくて、今後はいかに普段ゲームしかし

ていないような若者を自然体験のほうに仕向けることができるのか。また、ト

レッキングとかハイキングが好きな方にも新しい食を体験していただくことが

できるのかとか、何かそういう斜めにクロスした掛け方を工夫していくことで、

今まであるコンテンツの魅力がさらに何倍にもなっていくのではないかと。今

までこういう魅力がありますよというランキングとか、それから、リストとい

うのは何度もこの会議でも拝見しておりますけれども、食が人気があるから、

では、もっと食をというのではなくて、クロスさせることによる倍増みたいな

ものを今後目指していくと効果があるのではないかなというように拝見いたし

ました。  

 それから、もちろんライトアップするためには夜なのですけれども、治安を

アピールする、これは非常に大事ですが、御承知のように日本の治安も最近脅

かされ気味でございまして、そういうニュースというのはやはり安全な日本な

のにこんなことが起きているということで海外でも割と報道される機会が多い
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ので、海外の方が日本イコール安全、治安がいいというように思い続けている

かどうかということに対する見直しも一度必要ではないかというように考えま

す。  

 そのライトアップですけれども、例えば自然の景観とか、それから、地元の

商店街に対する支援、ライトアップの支援をしているということが資料３にご

ざいまして、それは大変結構なことだと思っておりますし、私自身も今まで何

度か審査員というような形で関わらせていただいております。  

 ですけれども、さらに加えまして、他の委員からの意見にもありましたよう

に、日本、東京の歴史・文化というものをもっとフォーカスしていくために、

今までライトアップされていたものの LED化に対するサステナブルなライトア

ップに対する刷新ですとか、それから、今まであまりライトアップが積極的に

されていなかった歴史的な建物、文化的な施設というようなものを照明で、光

で魅力を掘り起こし、さらに拡散させていくというようなことが必要かなとい

うように思います。  

 それから、ちょっと細かいところになりますけれども、資料の９ページ目、

外国人が日本での観光に期待するものという項目がございましたが、日本に対

する期待と東京に対する期待というのは必ずしもパラレルではないということ

は前にもこの会議で指摘された、何度も指摘されているところですので、もう

少しこういう資料を作るときに東京にフォーカスした視点で分析をしていただ

くとより効果的なのではないかというように思いました。  

 それから、同じページ、世界における観光都市としての評価というところで、

ロンドン、パリ、東京が拮抗して上位３位を占めているわけですけれども、で

は何でロンドンには勝てないのかというのが非常に私などは興味があるところ

でございまして、まず敵を知ることによってより的確な戦略を立てていくこと

ができるのではないかと思いますので、さらに分析をする必要があるかという

ように思います。  

 それから、その次のページに DXのお話が出てきますけれども、 DX化の遅れだ

けではなくて、例えばロンドンに負ける要因の一つとして、多分言語のことが

あると思うのですね。一つ例を挙げさせていただくと、ヨーロッパでは最近、

クロアチアの魅力が非常に高まってきておりまして、フランスでもバケーショ

ンにクロアチアに行く方というのがコロナ期間中、それから、コロナ以降、非

常に増えております。  

 もう若者、家族連れ、色々なポピュレーションの方がいらしていて、クロア

チアも人によっては place to beだと、絶対行かなければいけないすばらしい

ところだと言う方がたくさんいらっしゃいます。確かに今まで観光的に魅力が

あまりフォーカスされていなかったのですけれども、実は海も山も食もある。

それから、非常に速いスピードで色々な観光施設、それから、観光客への対応
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が進んでいるということに加えて、とにかく老若男女、皆さん英語ができるの

ですね。不思議なことに、非常に小さい子供までちゃんと割と話ができるよう

な英語教育がされている。  

 やはり観光客としては英語が通じるところというのは安心感がありますので

行こうというポテンシャルの一つにつながるということで、 DX化だけではなく

て言語の普及みたいなことにももう少し根本的に取り組む必要があるのではな

いかというように拝見いたしました。一番最後の観光庁のところに教育・研究

分野というのがありますけれども、教育の中にそうした本当に幼少からの教育

という視点も入れておかれてはいかがかなというように思います。  

 あと、それから最後に、私が今おりますパリ、非常にやはりこちらも観光客

が増え、戻ってきております。ただし、ホテルの宿泊料の金額は非常に高いと

いうことが今、色々なところで指摘されています。  

 観光客が戻ってきたから安くなるというのが市場の原理だと思いますが、パ

リは高いままなのですね。というか、むしろ前よりも高くなったという指摘が

あるぐらいで、結局、それでも観光客が来るのだったら高くていい、そういう

論理が働いている。これが先ほど消費額のアップのための対策という御指摘が

ありましたけれども、戻ってきたから安くなるという、そういうレバレッジで

はなくて、違う原理、違うパラダイムで金額が決まってくる、そういう動きが

何となくコロナ後に感じられるような状況であることを最後に付け加えさせて

いただきます。ありがとうございました。  

【佐藤座長】  

 石井委員、ありがとうございました。  

 続いて、伊達委員、お願いをいたします。  

【伊達委員】  

 こちらのほうから失礼します。今、都内のホテルは大変活況であるというよ

うに捉えています。ドメスティックに関しては、家計の貯蓄として 47兆円、給

付金があったことによって積み上がっており、そちらを活用する消費が活発で

あって、リベンジ消費も含めて動きがある。その影響で、この資料にあったよ

うに 19年並みに戻っているというように思います。  

 インバウンドについては 70％ぐらい回復しているということですけれども、

中国がまだ完全に動いていない状態でも人数ベースでそのぐらいになっている

ということ。また、恐らく単価は上がっているので観光収入から言うと既に 19

年並みになっているのではないかと思われます。全体は非常によい状態です。  

 また、中国ではなく増えているのが韓国、台湾、香港、そして、アメリカか

ら の 方 が 随 分 増 え て い る 印 象 を 受 け ま す 。 ア メ リ カ に 関 し て も 家 計 の 貯 蓄 が

5000億ドルほどたまっており、消費が活発化しています。しばらくいい状況は

続くということだと思います。  
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ただし、それらはいつか食い潰されていってしまって、景気とともにどうなっ

ていくのかということは注意する必要があります。そもそも、この東京都がこ

れから出す計画というのが何年後の計画でしょうか。今後を考えていくに当た

って、ターゲットをどこに設定していくのかということが重要だと思っていま

す。将来に向かって成長していく国はどこなのか、それに伴ってどの国からイ

ンバウンドは誘客するか、考えていくことが必要だと思います。今のこの瞬間

の集客の話では、ないということです。  

 そうしますと、 2030年に向けて世界の海外旅行者というのは約 18兆円規模に

なると言われています。その中でもアジア太平洋地区の成長率が最も高いと言

われていまして、その中での日本の位置というのはそれなりのポテンシャルの

ある場所だと思います。そのときに考えられる誘客できる国に対して対応でき

るインフラをどのように整えていくのか。ハラールの問題であるとか、宗教の

問題であるとか、そういったものに対してのインフラをどのように街中に整備

していくのか、どのくらい必要なのかと、戦略を立てる必要があるのではない

でしょうか。  

 一方で、魅力発信というテーマは頂いた資料にあります。あと 2019年段階で

議論していたときからずっとテーマとして出てくる印象を持ちます。世界的に

今、日本は大変魅力的な場所なのではないかと思いますし、東京も魅力的な場

所として映っているという中で、この部分に今後どの規模で投資をし、東京都

として魅力発信を続けていくのか再検討する時期ではないでしょうか。  

 また、キャラクターが出てくるということで、大変親しみやすく楽しい東京

というイメージができて、それがＺ世代に対してはとてもポジティブであると

いうように思いますが、一方で、高級化をしていきたい、ラグジュアリーな旅

を東京都としてもっと積極的に売っていきたいのであれば、もう少し高級イメ

ージを表現できるプロモーションも必要です。東京都の場合は多様な顧客が出

てくると思いますので、一つのものに絞る必要はないと思いますけれども、そ

の辺りの戦略も再検討される必要があると感じます。  

 一方で、現実の問題は労働力不足に尽きると思います。コロナ禍で国内で言

うと 10万人以上のホスピタリティ産業人員というのが減ったというように言わ

れていますけれども、今の改善・回復の環境においてもなかなか戻ってこない。

少しずつ戻っているかもしれませんが、足りないという状況が続いています。

集客は 2019年並みになっているわけですけれども、その中で、どうやってそう

いった観光人材を戻していくのか、増やしていくのかという戦略を都としては

どのように立てていくのかということが重要だと思います。人、それも一つの

インフラ、産業を支えるインフラだというように捉えるべきではないかと思い

ます。  

 その際に、一つは業界の問題だとは思うのですけれども、給与水準が低いで
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あるとか、もしくは労働環境が悪いであるとかということが言われています。

では、その辺りをどのように改善していくべきなのか。その改善していくべき

であるということを、都としても地域の産業に対して働きかけていくようなキ

ャンペーンをしていくようなことも場合によっては必要ではないかと思います。 

 一方で、最低賃金が上昇するに伴って年収の壁が３段階ありますけれども、

それに当たることによって総労働時間はやはり減ってしまう。やはり足りない

という状況になります。この辺りについて国の方針というもので変わってくる

ところでありますけれども、都としても積極的な発言をされていくことも必要

なのではないかと思います。働き手なくして需要の対応というのはできません。 

 また、外国人人材の活用というものも必要になってくるわけですが、受入れ

の制度というものも国の中で変えていくところでありますけれども、家族も帯

同されるような、そういう環境になっていくということは何が必要かといえば

生活環境を整えておくということになります。住む場所、学校など教育施設も

必要になってくるのではないでしょうか。  

 また、住む場所についても基本的には事業者に委ねられるという制度になっ

ていますけれども、それでは、対応し切れないという事業者も多くなってくる

ことを考えると、もう少し行政でサポートできる仕組みなども整える必要があ

るのではないかと思っています。  

 もう一つは DXの推進をいかに進めていくかなのですけれども、やはり何をす

ることによって運営効率が上がるのか、それをどのぐらいまで観光産業におけ

る社会インフラとして各事業者もしくは地域の公共インフラに整備していくの

かという戦略を持って、それが具体化されるために必要な補助制度というもの

というのをつくっていくべきであって、今のやり方だとパーツ、パーツで補助

の制度があるので、それが点でしかなく、つながっていくのかやや不安なイメ

ージがあります。  

 また、東京都として観光 DXを進めて、より事業者が効率的であり、利用者に

は利便性の高いものを戦略的につくっているという印象を与えてはいないと思

いますので、その辺りも戦略的に示すということが必要ではないかというよう

に思います。  

 以上です。  

【佐藤座長】  

 ありがとうございました。  

 それでは、次はマリ委員、お願いいたします。  

【クリスティーヌ委員】  

 今、お二方がお話しした話、私も大変同感でもあります。ちょっと付け加え

るのでしたらば、東京都は非常に、富裕層を狙うという形が好ましく思われて

いるみたいなのですけれども、私はちょっと疑問に持つことは、私たちは東京
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の話をしているわけですから、日本全国もそうだとは思うのですが、やはり富

裕層の方々というのはある一つのレベルのライフスタイルもありますが、結構

学生さんたちが今、ギャップイヤーを取って来られているのは日本が非常に多

いわけなのですね。それはなぜかというと、やはり日本の先ほど話も出ました

ように安心であって、安全であるということが非常に魅力的であるわけで、親

御さんも自分の子供がギャップイヤーでどこか、それこそパリ、ロンドンに行

くよりは東京に行くと言うと、みんな頷いてくれるわけなのですね。日本なら

犯罪もないし、危なくないし、安心できる。  

 ですから、富裕層ではないのですけれども、彼らは結構物を買っていったり

色々な体験をされたり。この間の大嵐のときに新幹線が止まってしまったので、

飛行機で、羽田から大阪に飛んだのですが、大阪に３時間遅れで着いたら、飛

行機３機もミスしていて、こういう災害の中、常に外国の方々で飛行場もいっ

ぱいだったのですね。  

 大阪に夜の 10時近くにやっとたどり着いたらば、タクシーもなく、どうしよ

うというところにすぐそばにアメリカ人の男の子がいまして、その子がおろお

ろしていたものですから、あなたはどうするのと聞いたら、電車がもう止まっ

てしまっているし、アメリカでタクシーを注文したのがまだ来ないのだと言う

のですね。  

 それで帰ってしまったみたいだというので私が電話してあげたらば、タクシ

ー会社は今まで待っていたのだけれども、３時間も待っていても来ないからも

う帰りましたと言うので、彼はアメリカでもうお金を払ってしまっているから

ぜひ戻ってきてくださいとお願いしたら戻ってきて乗せてくれて、タクシーが

ないから私まで便乗させていただいて大阪市内に入ったところ、彼はギャップ

イヤーで日本に来ていて、コンピューターの勉強をこれからするのだという話

になって、色々話を聞いていたら、何で日本を選んだのと聞きましたら、親が

日本だったらば１人で行ってもいいけれど、日本以外１人で行ってはいけない

というように言われたと言うのですね。  

 あなた、何をするのと言ったら、プランはないと。だけれども、日本人が生

活しているような生活を自分は１か月、日本でしたいから、色々なところに行

って、 Airbnbや小さな旅館とかたくさん予約してあるので自分はそれで楽しみ

たい、体験をしたいという話で、日本語、あなたはできないのに大丈夫なのと

言ったら、ちゃんと通訳ができるこの機械があるから大丈夫だという言い方を

したのですが、それはすごくいいなと思いながら、そうやってお金はそんなに

たくさんはないが、日本を楽しめる方法というのを持てる方々もいれば、つい

この間、タイから私の学校のときの友人が来て、彼女、裕福なお家の方なので

ペニンシュラホテルに泊まったのですね。  

 それでペニンシュラホテルを５部屋、頼んであるのですね。どれだけいるの、
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10日間いると言うから、ペニンシュラホテル５部屋 10日間、大変だわねと言っ

たら、私たち、子供も孫もみんなで来ているし、子供が来るということは孫に

対してのナニーがついてこないと、日本の場合はホテルにベビーシッターがな

かなか来てくれないので、私たちが昼間は子供を連れて観光はするけれども、

夜はエレガントなところにディナーに行きたいのに子供を連れて歩けませんと。 

 ですから、所得の格差の中で東京の楽しみ方というのは全然違うような感じ

がするわけなのですけれども、そういうことを考えるときに、今までの観光は、

サイトシーイングで歴史的な場所で、あと美術館を見るとか音楽を聴きに行く

とかそういうものは、日本の場合、特に東京はもう当たり前に整備されている。

やはりそういう彼らがしたい生活を支えるインフラ、先ほど伊達さんもお話し

されましたが、普段の生活のインフラというものがどうなっているかというと、

私たち日本に住んでいる者もなかなか得られてない。例えば高齢の親を家で見

ることになった場合、住み込んでお手伝いをしてくれるような方々を雇えるか。

あまりにも高くて雇えないわけなのですよね。でも、私たちがアジアに行くと

みんなそういうヘルパーさんがたくさんいて、価格的にも毎月雇うこともでき

るわけですので、そういう意味では私たちの生活の中で普段の生活を支えてく

れるインフラ整備やそういう仕組みをもう少し日本人向けにも充実させていく

ことによって、海外の方もそれを味わえる、そういうことに対して自分たちも

あやかれるという、そういうところが非常にまだ日本は欠けているような気が

しますので。  

 友人を旅行に誘っても親の食事を作らないと駄目だから無理というお友達も

いたりして、でも、もし誰かそういうことを頼めるような方々がいらっしゃれ

ば、私たちも大人同士でのお付き合いも続けられたりとかするわけですから、

色々な場面にそういうことはあると思うので、そういうところのまだちょっと

欠けているところをもう少し都市として支えてくれたり整備していただけると、

観光というものがそれについてくるわけですので、そこの基盤のところをぜひ

もっと頑張っていただければと思います。失礼します。  

【佐藤座長】  

 マリ委員、ありがとうございました。  

 それでは、この会場の委員の方々からも御意見を頂戴したいと思います。先

ほどもお願いいたしましたけれども、お一人５分程度でお願いをしたいと思い

ます。それでは、ぜひ挙手をしていただきます。  

 では、根木委員、お願いします。  

【根木委員】  

 皆さん、こんにちは。お久しぶりです。先ほど鎌田委員、すごく分かりやす

い御説明、プレゼンありがとうございます。  

 私のほうからは、タイムリーだったので話をさせてもらうと、月曜日から伊
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豆大島に行っていました。本当に島自体がジオパークで、色々色々な教育の場

でもあったりとか歴史を学べるとか景色もすばらしいし、あとは食事もおいし

いし、私も２回目だったのですけれども、とてもよくて本当は帰りたくなかっ

たのですが、今日の会議があるから昨日、泣く泣く帰ってきたのです。  

 先ほど石井委員が言われたようにパラレル、やはり観光、島という何かイメ

ージがあるかもしれない。そこで学びであったりとか体験であったりというと

ころがすごくやはり感じられるなというように、本当にちょうどタイムリーで、

３日間行っていてずっと思っていました。何で行ったかというと、私は日本中

の学校でパラスポーツ、車椅子バスケの体験授業をしている中で、島の子供た

ちにもその体験をというので行かせていただいたのですけれども、そういうこ

とを感じることができました。  

 島の人たちに聞いてみると、近年ではサイクリングの体験をする人たちがす

ごく増えてきている。イベントをやっているかどうかまで分からなかったので

すけれども、地形を利用してとか、観光もしながらおいしいものを食べながら

自転車を乗るとか、マラソン大会があるとかという、それが何かすごく増えて

きているようなことを言われていました。  

 あとはちょうどこれもタイムリーで、ちょうど月曜日に、ドイツのクルーズ

客船が入ってきていましたね。間違っていたらすみません、聞いたのですけれ

ども、大島では外国籍の客船、クルーズ客船が入ったのが今回初というように

言われていて、そういうものが入ってきたりとか、どんどんとやはり色々なも

のが進んでいっているのだなというように感じることができました。これはタ

イムリーだったので話をさせていただきました。  

 あとは今後の部分でいくと、どうしても私、スポーツのほうの世界から来て

いるので、もう２年も経ったのですけれども、まだオリパラの話、レガシーに

ついて。これはもうずっと前からちょっと言いたいなというように思うのです

が、以前、会議で言わせていただいているかもしれませんが、大会は無観客に

なったし、海外の方、来られなかったのですが、実は大会のボランティアが合

計 11万人、当初養成する、育成するという中で行って、シティーキャスト、都

市ボランティアで３万人ですよね。  

 もともと流れ的に言うと観光ボランティアの方たちの流れで、都市に大会で

は大会ボランティア、フィールドキャストという方たちが８万人ぐらいおられ

るのですけれども、それ以外の部分でやはり観光に来られている方、大会を見

に来られている方にボランティアとして東京都を案内するという方が実は育成

されていたというところで、ようやくイベントが色々増えてきているので、ボ

ランティアさんが多く参加されているのですよね。  

 聞くと、このシティーキャストをやっていたという方がすごくおられていて、

実は今、それのボランティアになるのが抽選で、応募が多過ぎて全部行けない
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のですよと。だから、もっと大会とか何か東京都でできるようなものがあれば

ぜひ連絡下さいとかと、結構色々なことを大会で学んでおられるのですよね。

スポーツなので、直接観光にどこまではまるか分からないですけれども、でも、

案内をするとかということはもうすごくされていたりするという方であって、

これは継続的にやはり活用するという大きい財産の一つなのかなというように

思いました。  

 あと、これは最後に、皆さんも御存じだと思うのですけれども、 2025年には

東京でデフリンピック、聴覚障害の人たちの大会が実は開催されて、あと２年

半ぐらいなのですよね。規模はパラリンピックよりはかなり小さいかもしれま

せんが、今の予定では 70から 80か国から 3,000人ぐらいの聴覚障害の方たちが来

られるのですよね。  

 やはり大会が多様性というものをテーマでやって、本当に多様な人を受け入

れるということがパラスポーツを通じてこれは大きく変わったかなというよう

に思います。私自身が東京で生活していたりとかしていても、アクセシビリテ

ィーの部分は格段に上がったと思うし、それだけではなくて、お店に行ったと

きのサービスであったりとか、車椅子で行ってすみませんと言っていたところ

が、もう言わなくてもぱっと見られたらどうぞどうぞという感じで席をすぐに

用意していただいたりとか、実は結構海外では当たり前にあるようなところが

日本はちょっと事前に言っておかないととか、結構こちらのほうが申し訳ない

なという感覚があったのが、実は大会を通じてであったりとか、色々な関係で

やはり格段に生活しやすくなったかなと思うのですが、これでデフリンピック

があることによって、よりまた多様な人たちの受入れという発想がよりしやす

くなってくるのかなと思うので、結果として誰もが本当に安心して楽しめる東

京であるということで観光の魅力というものが広がっていくのかなというよう

に感じました。  

 以上です。  

【佐藤座長】  

 ありがとうございました。  

 次はいかがでしょうか。  

 では、山田委員、お願いいたします。  

【山田委員】  

 フードロスバンク代表の山田と申します。よろしくお願いします。  

 初めてなので一言、弊社の説明をさせていただきますと、弊社はアルマーニ

とかブルガリとかグッチさんとか、外資のラグジュアリーブランドとコラボレ

ーションして、今、サステナビリティをファイナンシャルサステナブルにする

ということですとか、 ANAさんみたいにカーボンフットプリントをどうしても

出してしまうところとカーボンオフセットをしていくというようなことを中心
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にしていまして、先日、国連のマスタークラスでもフィーチャーしていただい

て、小池都知事にも出ていただきました。  

 サステナブルをファイナンシャルサステナブルにするというところは多分ア

トキンソン委員がいつもおっしゃっている観光をもっとサステナブルにすると

いうところにつながっていくと思うのですが、私、海外に 18年住んでおりまし

て、先ほど出ていたロンドンとかシンガポールとかアメリカに住んでいたので

すが、そういう観点から見てみると、まず取りあえず 47都道府県全てが日本に

来る理由１位が、これは富裕層もバックパッカーも含めて東京都を含め全て１

位、食なのですね。そこは、やはり強化はしていくのがマストだなというよう

に思います。  

 この頂いた資料でインフルエンサーやメディアへのファムトリップを東京か

ら発信するというところがあったと思うのですが、費用対効果を考えると、小

さいのを幾つかするよりも大きい海外メディアに訴求できるようなものを中心

に、それに沿って前後数年で東京の魅力を推進していくという形がいいのでは

ないかなというように思いました。  

 例えば、サン・セバスティアンは人口 18万人の世界遺産も何もないところで、

今、世界一の美食の街になった。これは食だけでなくて、最初は食と建築とア

ートみたいな合わせ技で行って、そこから食が残って、でも、グッゲンハイム

美術館もあって、ほかにも来る理由があるというところをうまくしていった。

日本というか東京は、もう全て色々色々なものがそろっている、その中で色々

なテクノロジーとか先ほどの SusHi Tech、こちらも別の委員としてやらせてい

ただいているのですけれども、そういうものをきちんと融合してつくっていっ

たほうがいいのではないかなというように思います。  

 実は日本は、このために日本に来るというイベントが全然なくて、例えばカ

ンヌの映画祭のためには行くけれども、東京国際映画祭のために日本に来る人

はいないし、モナコの F1には行くけれども、わざわざ鈴鹿のために行くという

人はなかなかいない。来る理由というのはやはり桜とか温泉で、あまり東京で

マネタイズができていない。ここら辺というのも何かしらそういうヒントにな

るのではないかな。  

 しかも、日本にこれだけの人が食で来るということは何かしらのヒントにな

るのではないかなというところと、オールジャパンという言葉があって、これ

はすごく大事なことではあると思うのですが、その伝えるものの内容とか伝統

というのは海外のものに迎合する必要はなくて、本当にオールジャパンでつく

るというのはいいと思うのですけれども、伝え方を伝えたい側にちゃんと伝え

ていくというためには、やはり海外ツールというのも使っていくというのは大

事なのだと思います。  

 また例なのですけれども、例えば世界のベストレストラン 50というイベント
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があって、これはアメリカ、ヨーロッパ、アジアを中心に完全招待制で、約１

週間で 1,200人のメディア、インフルエンサーが来て、約１万 2000件以上の国際

的な記事にも載って、でも、 400～ 500万のソーシャルメディアがあっても 50ミ

リオン、 5000万メディアインプレッションがある。１週間で日本に来て、飲食

して、施設に泊まって、ホテルに泊まって、約数日で５億円ぐらいの現地消費

が あ る 。 こ う い う よ う な こ と も う ま く 使 っ て い っ た り と か 、 Tokyo Tokyo 

Delicious Museumなんかすばらしい取組をしているのですけれども、あまり露

出がない。こういう今、既に東京がしているものと絡めていって費用対効果と

その露出を高めるということもできるのではないかなと思います。  

 あと一つ気になるのが、これは東京だけではないのですけれども、日本はも

う既に来ている人たちをとり合っている。東京か京都か地方か、そうではなく

て、そもそも日本に来てもらう仕組みというのはどうかと思います。色々な地

方の委員もやらせていただいているのですけれども、若干東京というのは地方

創生に引っ張られて逆差別を受けている気がして、でも、海外に長くいると東

京がやはり砦というか、東京というのはこれからも発信していくという中で、

そもそも東京に来てもらう仕組み。  

 その中で先ほど伊達委員もおっしゃっていましたけれども、例えばハラール

とか、日本はすごく実は多様性が少ないという中で、食の多様性もすごく少な

い。あるではないかと思うかもしれないのですが、それは食の種類が多いだけ

で、日本人が中華とかフレンチとかイタリアンを楽しむためのものはたくさん

ありますが、海外に行くとやはり普通にアレルギーとか、このハラールは日本

は関係ないと思っていても今、世界の約４分の１がムスリムで、 2050年までに

約３分の１がムスリムになる。しかも、その方々というのは富裕層で日本の近

郊に住んでらっしゃる。でも、 47都道府県、日本に来る理由１位、この食が対

応できてないというだけで、もう日本に来るのが怖いから結局近くのシンガポ

ールに行ったりバリに行ったりする。ここでもう既に色々と選択肢から外れて

しまっているというところがあると思います。  

 最 後 に 一 つ 、 サ ス テ ナ ブ ル の と こ ろ に つ い て 触 れ て お き ま す と 、 こ の 前 も

UNWTOのガストロノミーツーリズムで登壇したのですけれども、どのパネルでも

やはりサステナビリティというところは出てきていて、そのサステナブルは、

では、何がサステナブルなのというところで、まずファイナンシャルサステナ

ブルもそうですし、観光資源をサステナブルにちゃんと環境を守りながらサス

テナブルにする。  

 色々な意味のサステナビリティというのをつくっていっていかなければいけ

ないということと、あと東京というのが何かしら世界のリーダーになっていけ

ることはないのかなと思って、いつも日本は何かをまねしてフォロワー。そこ

の中で、例えば食とか観光とかというのは何かのリーダーになれる。日本は色々
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な意味で課題先進国。例えば食品ロスについても、大した問題でないと思うか

もしれないのですが、飛行機は温室効果ガスの 1.4％しか出してないのですね。

車 10％、食品・フードシステム全体で 21～ 37％出している。これだけもったい

ない文化のある日本で今、もう世界５位ぐらいの食品ロス大国。例えばこうい

うところをうまく解決していくことで、その課題解決先進国になって世界のリ

ーダーになれるとか、観光はどうしてもカーボンフットプリントを使って来て

しまうので、そこはどうやってオフセットするかというところはうまく盛り込

んでいくことは大切なのではないかなというように思います。  

 以上です。  

【佐藤座長】  

 ありがとうございました。  

 次はいかがでしょうか。  

 では、石川委員、お願いいたします。  

【石川委員】  

 初めまして、一般社団法人日本動画協会・理事長の石川和子でございます。  

 初回となりますので、日本動画協会の御説明をさせていただきます。アニメ

ーション制作会社を中心に組織しましたアニメ産業界の中心団体でございまし

て、近年たいへん注目をいただいておりますが、アニメーション産業の総合的

な発展を目指して様々に活動している一般社団法人でございます。どうぞよろ

しくお願いいたします。  

 今、アニメ産業界に寄せられる関心はとても高まっている、と痛感していま

す。「コロナ禍」の歳月にございましても、外出自粛に始まり、ステイホーム

が長かったことにより、ご自宅におけるコンテンツ需要のひとつとして、アニ

メーションは今まで以上に視聴機会を獲得することとなりました。そうしたニ

ーズによって、アニメ産業界はダメージを被ることが少なかった、というよう

に評価されているところもございます。  

 業界としましては、非常にありがたいことなのですけれども、こうした関心

や、評価の高まりというのは、日本国内だけでなく、配信メディアによるグロ

ーバルなファンの皆さん、さらにインバウンドの皆さんが日本のアニメコンテ

ンツを大変愛してくださっているからこそだと思っています。  

 今年、コロナ禍が少し落ち着いてまいりましたところで、３月に池袋で東京

都共催という形で「東京アニメアワードフェスティバル」を開催し、お台場で

はアニメ、マンガの産業界が連携して「 Anime Japan 2023」を開催いたしまし

た。久々のリアル開催は、国内外のファンの皆さんに、多彩なゲストの皆さん

も参加されまして、展示ブースやステージに加えて、本当に楽しそうにコスプ

レを楽しむコーナーなども賑わいを見せた開催でございました。  

 アニメ産業の原点というのは、申し上げるまでもないのですけれども、アニ
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メ制作会社による作品づくりにございます。東京都には、大小合わせて 500から

600におよぶ制作会社がございます。規模は大小さまざまとなりますが、アニメ

制作は、東京の「地場産業」とも位置付けられるもので、それを支え、伝えて

きましたのが、東京都様と私たちの協会であると思っています。  

 このたび、東京の観光を考えるという機会をいただけましたことをたいへん

光栄に思っております。この機会を通じて、アニメーション産業という面だけ

ではなく、先ほどお話がございましたけれども、訪れるだけでなく、より深く

追求するためにどうすればよいか？それはやはりコンテンツとファンを結ぶ関

係をさらに深く広く創造していくことなのでは…と思っております。例えば、

そのコンテンツの中に生きているクリエーターのドラマ、どんな思いでその作

品を作ってきたのか？というような制作者のドラマも含むようなコンテンツの

魅力を盛り込んだアニメーション文化が、観光、とりわけインバウンドの原動

力として機能し貢献できるような可能性を探ってまいりたいと思っているとこ

ろでございます。  

 今年度、東京都の推進プロジェクトのひとつとして、池袋にアニメ等の拠点

を整備してくださるというお話も伺ってございます。その中で国内外から本当

にたくさんのアニメファンがいらっしゃっていただけるように、私ども業界と

いたしましても、全面的に協力・推進する体制を取らせていただきたいと思っ

ております。  

 私はまた、動画協会と共に、アニメツーリズム協会の理事長も兼任しており

ます。後者におきましては、地方のインバウンド対策をサポートする使命もご

ざいます。東京だけではなく、アニメの舞台となりましたところが、日本には

本当にたくさんございます。舞台となった地方でアニメを体験していただきつ

つ、その場で「食」ですとか、伝統や風習など「文化」を体験していただくよ

うなことができればよいと思っているところでございます。ただ、そうしたア

ニメの舞台を「点」にとどめず、なんとか「線」につなげていきたい、という

ところが一番大事かと受け止めております。最終的には東京に戻ってきていた

だいて、また東京の中でも色々な体験をしていただくという。要するにモノ消

費やその場でのコト消費にとどまらない「面」になるような体験へとつなげる

ために、何ができるかということを考えていきたいと思っております。  

 先ほど鎌田委員からお話がございましたけれども、憂慮すべき問題としまし

ては、やはりオーバーツーリズムが挙げられます。ニュースなどで御承知のよ

うに、５月の連休の際に「スラムダンク」の舞台となりました鎌倉が大変なこ

とになったとメディアで取り上げられておりました。インバウンドの急速な回

復と共に、地方におきましても「アニメの舞台」を取り巻きまして、こうした

現象が起こっていくのかな…と危惧しております。やはり受入れ体制というと

ころもしっかり考えていかなくてはならず、そこも一緒に考えていくことこそ
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がやはり観光立国になっていくことなのでは、と思っております。  

 以上でございます。ありがとうございます。  

【佐藤座長】  

 ありがとうございました。  

 次はいかがでしょうか。  

 それでは、牧野委員、お願いいたします。  

【牧野委員】  

 ３点、資料に関連してお話ししたいと思います。  

 冒頭、お話がありましたように今回、新しいプランをつくるというところで、

基本的な観光戦略を立てるいい機会かなと思っていますので、資料の中でどん

な魅力かとか、どの国に対してどういうプロモーションをしていくかという話

がありましたけれども、その点に関してお話しできればと思っています。  

 まず１点目ですが、インバウンドでどの国や地域に対してプロモーションの

重点を置くべきかという点ですが、資料の中にも書いてありましたが、東京は

日本の玄関口と書いておりますし、実際に世界の都市ランキングを見ても、東

京は世界で競争力のある都市なので、東京が率先して日本のインバウンドを引

っ張るような形と思っています。そのため、私は、東京は、新しく今後観光客

の増加が見込まれる国や地域や、あるいはまだ訪日未経験が多い国や地域を対

象にしていくことが良いと思っています。  

 実際にどんなところかというと、昨年度 JNTOが実施した 22市場調査によると、

例えば韓国だと日本に訪れた方はもう８割です。一方で、ヨーロッパやインド、

中東の地域では、海外旅行経験者のうち８割から９割日本に来たことがありま

せん。こういった地域からの旅行者を対象に東京に来てもらうプロモーション

をやっていくべきではないかと考えます。  

 それに関連して、２点目なのですが、では、そういった人たちに対して何の

魅力を売っていくのかということですが、ターゲットを決めて、ターゲットに

合った東京の魅力を伝えていけばいいと思います。東京の良さを東京を訪問し

た経験のある人に対しての東京のイメージみたいなものを聞いていることはあ

ると思うのですが、東京の経験がなく、旅行先とも考えていなかった人たちに

来てもらうためには、彼らが海外旅行に対して何を求めているかを見ることが

参考になります。  さきほどの JNTOの調査では、ヨーロッパ・インド・中東地

域の旅行者が海外旅行に求めるもので、東アジア・東南アジアと比べて高いの

が、アートや建築です。また、ラグジュアリーホテルも高いです。重点的にこ

れらの地域の旅行者をターゲットにしていくのであれば、彼らの求めるもので

東京の持つ魅力を伝えていくことが大事だと思います。  

 そういう意味では、東京は十分にアートや建築の魅力はあると思います。こ

れまで積極的に打ち出してこなかったからこれらのターゲット層に知られず、
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海外旅行先として認知されてなかった可能性もあると思いますので、せっかく

の魅力的な建築や美術館、アートを伝えていく必要があります。  

 ３点目が、以前も私、この場でお話しさせていただいた観光 DXの DXの部分で

す。観光業界は DXがまだなかなか進まないというところだと思いますが、 DXを

進めることはすごく大事だと思っていて、本当は２つの観点があると思ってい

ます。一つはり観光客がデジタルに対応している中で、どうやって観光業界が

旅行者の旅行体験をデジタルで対応をできるかというところをしていかなけれ

ばいけないというところです。そしてもう一つが、観光業界に限らずとも、デ

ジタルを使うというのは、メールやビデオ会議もですが、業務の効率化ができ

ることというのがありますので、DXを進めることは業務効率化につながるので、

人材不足の観光業界だからこそ進めるべきだと考えます。  

 通常、 DXの問題のときにお金がないとか人がいないとか知識がないという３

つが大きな課題としてあげられますが、知識が一番の問題であり、何が改善で

きるか知らなければできないと思いますので、こういった部分を東京都として

サポートしてあげることが DXの推進につながるのではないかなと思います。  

 以上です。ありがとうございます。  

【佐藤座長】  

 ありがとうございました。  

 それでは、次はどういたしましょうか。  

 では、星野委員、お願いいたします。  

【星野委員】  

  ありがとうございます。  

 私は４つです。第１が、民間の競争市場を維持し、そのパワーを信じようと

いうこと。行政が観光産業を大事にして支援することは非常にありがたいので

すけれども、東京都の観光戦略の中心は観光産業のインフラに対して手を打つ

ことだと思っています。どの国をターゲットにすべきとか、マーケットセグメ

ントの中で富裕層をターゲットにし、バックパッカーを単価が低いのでターゲ

ットにしないとか、それらは民間に任せるべき分野です。民間の市場競争のパ

ワーを十分に生かしてもらう。その前提となるインフラはしっかりと関与して

整備する。この前提条件を踏まえて、東京都の観光政策の中身を考えることが

重要であるというのが私の第１点目です。  

 ２点目は、インフラの中で大事なのは人材であり、今後の課題の一つは人員

数だと感じています。労働力不足は、日本の観光で今後 10年間で深刻な問題に

必ずなると私は感じています。先ほど DXで人員削減という話もありましたが、

人員削減しにくい分野が観光で、部屋の清掃はロボット化も DX化も難しい。  

 なので、今、特定技能の制度で国がビザの緩和に動いていますけれども、あ

れは研修や学びをベースにした考え方なので十分ではないと私は思っていまし



26 

 

て、もっと観光産業の労働市場を世界に向かって開放するということが必要で

あると感じています。海外の観光先進国の観光人材は、相当その国以外の国か

らの労働力に頼っている部分があって、日本の近隣の国々にはたくさんの労働

力があるので、そのパワーを日本に取り入れるということが大事だと思ってい

ます。東京都がこの分野での規制改革に乗り出すことは、観光産業のインフラ

整備の一つであると考えます。  

 ３つ目に、 DXです。 DXの話、先ほどからたくさん出てきていますけれども、

私は DXの部分に関しては「基本の整備」がすごく大事だと思っています。基本

というのは、飛行機の予約、泊まる予約、そして、国内を移動する予約、食べ

る予約、そして、楽しむ予約、これらを全てオンライン、スマートフォンでで

きるようにするという基本をしっかりと整備することが重要です。航空券予約

と宿泊予約に関してはかなり進んでいます。  

 しかし、東京から移動する国内の新幹線が海外から予約できない、食が日本

に来る一番重要な理由というアンケート結果がありましたが、食べるところも

海外からオンラインで予約しづらい。そして、楽しむ。今、日本の野球も結構

注目されているのですけれども、野球、歌舞伎とかですね、サイトはあるので

すけれども、エージェントさんとリンクして宿泊とセットになって予約をする

となった途端に色々な難しさが出てきます。  

 なので、飛んで来る、泊まる、移動する、食べる、楽しむ。という旅の基本

要素をオンラインで簡単に予約できるようにすることが観光 DXで最も大切であ

ると考えます。 DXは技術があるから特別なことをするのではなくて、基本をち

ゃんと整えようということを次の５年間ではやるべきだと思っています。  

 最後に、４番目の項目で最近星野リゾート社内で私が主張しているスローガ

ンをご紹介したいと思っていますが、私、「脱ミシュラン」を言い始めていま

す。これは何かといいますと、世界に情報発信されている日本の食情報があま

りにもミシュランに偏り過ぎているがために、ミシュランに載っているレスト

ランと載ってないレストランで大きな需要の格差が生まれてしまっています。  

 例えば、高級ホテルのコンシェルジュは、恐らくどの東京のホテルも、すき

やばし次郎を予約してくれと、こういう話が来るのです。ただ、海外の人が日

本のすし屋に来る。今日、小池都知事からもすし屋の話がありましたけれども、

満足できるすし屋というのは沢山あります。沢山あるにもかかわらず、ミシュ

ランに載らなかったというだけで、価値が過小評価されてしまい、結果的に需

要の著しい偏りが生じています。これは観光産業の生産性の低下につながって

いるのです。  

 東京都にある素晴らしい数ある価値のあるレストランが、フランスの会社に

評価させて、それが唯一の海外の人が信頼できる、手に入る情報になってしま

っていることを変革すべきと考えます。  
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 つまり、ミシュランではない方法で、東京にあるすばらしいレストランの数々

をちゃんと信頼できる情報の形にして世界に発信しようではないかと。食文化

は東京の強い観光コンテンツなのですから、この分野のＤＸというインフラも

世界トップであるべきです。食を目的に東京にいらしている方々が、食べたい

時間に食べたいところを探して、そしてオンラインで予約できるインフラを整

えるということが、経済効果も大きく東京の観光を強くすると考えます。  

 以上４点です。  

【佐藤座長】  

 ありがとうございました。  

 それでは、最後、すみません、お願いいたします。アトキンソンさん、お願

いします。  

【アトキンソン委員】  

 今の星野さんの DXの話、まさしくそのとおりで、これができないと次のステ

ップに行けないというように私も思います。新幹線の Wi-Fiを入れるというのは

どんなに苦労したのかというところを思い出しましたが、やはり予約ができな

いというのは最大のネックではないかと思います。  

 まず現状なのですけれども、皆さん御存じのように 2023年５月までの実績を

見ると 864万人のインバウンドになっていまして、５月を見ると 190万人で 2019

年の 68.5％まで回復していることは資料にありました。アジアで見ると、中国

を除きますと 2019年の 81.3％まで上がっていまして、アジア以外は 110.5％まで

ピークを更新しているところです。中国は今のところは回復はしてきましたけ

れどもピークの 17.8％ということで、上がってはいるのですが、これはまだ本

格的に回復していないという現状になっています。  

 次に回復してないのは欧州なのですけれども、ピークの 44.1％でまだ低迷し

たままで、力を入れるべきと思います。今年の実績と５月の回復度合いを基準

にして計算すると、 2023年は 1800万人を超えるようなインバウンドのマーケッ

トになっていくと思います。  

 次は、資料にありました、どこに重点を置くべきかというところがあります

けれども、私はこの考え方はやめたほうがいいと思います。なぜかといいます

と、地球上で１億人以上の国民を有している国というのは 15か国しかなくて、

日本という１億 2500万人の国はその中の 12位ですので、特定のところにマーケ

ティングをするという概念自体が無意味なものだというように思います。私は

インバウンドの国策に関して、最初はアジアからスタートして、その後欧米豪

を強化することによって、世界満遍なく来て貰うというキーワードになりまし

た。それで欧米豪の富裕層ということに捉えているのですが、そういう捉え方

はおかしいのです。世界満遍なくということで今までやってこなかった欧米豪

を増やす、世界の富裕層も増やすという考え方なので、別に国として欧米豪に
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重点を置くということではなかったのです。  

 かなり実績が上がってきましたので、どこに重点を置くべきかというのは、

それは多分コンサルの１年生が言うような考え方で、その考え方は捨てるべき

だと思います。それよりは、どの国、どの属性にどうマーケティングをするの

かということに切り替えていくべきものであって、特定のセグメンテーション

云々ということではないというように思います。  

 例えば、季節性を見れば、韓国は１月、２月が一番多い。欧州、アメリカの

場合は大体３月、４月はピークを打ちます。その次は台湾のほうで５月、６月

がピーク。中国を見ますと７月、８月がピーク。香港ですと 12月がピーク。オ

ーストラリアの場合ですと 12月、１月がピークなので、国・地域、またはその

落とす金額によって、訪日する時期が違います。  

 星野さんがいつもおっしゃっているように、日本人がかなり偏っている動き

をしているので、１年間で観光地の需要を平準化していくためにはインバウン

ドは有効ですが、地域によって季節性も全く違いますので、だからこそ、世界

満遍なく来て貰って、 365日できる限り全部埋めていくという考え方が重要な

ので、繰り返しになりますけれども、どこに重点を置くべきかということでは

なくて、どこにも重点を置いていって、どうマーケティングをするのかという

考え方にぜひ考え方を切り替えていただきたいと思います。それを実現するた

めには、言うまでもなく多様性が一番重要で、その中で楽しく、特に食に力を

入れることは非常に重要なものであるということは特に東京都に関してはそう

いうことを言えるかと思います。  

 治安の話が出ました。これにあまり過度に走らないほうがいいと私は思いま

す。例えば訪日外国人は 2003年のときに 521万人でした。2012年で今現在の観光

戦略に変わりましたけれども、そのときは 836万人、2019年で 3188万人まで増え

たのですが、 6.1倍に増えています。では、その間に日本の治安が 6.1倍よくな

ったかというと、何も変わっていない。  

 ですから、治安は一定以上の治安があるということは大事なことではありま

すけれども、治安だけで人は訪日をしません。実際に見れば、世界一の観光客

を誘致しているフランスというのは治安ランキングで世界 66位、２番のスペイ

ンが 29位、３番目のアメリカ 129位、４番目のトルコで 147位、イタリアが 31位

と、日本がインバウンド誘致のトップ 10に入らないのですけれども、世界 10位

の安全治安ランキングなのです。治安においては日本は１位ではないのです。

世界一はアイスランドです。では、全世界の人が競争してみんなアイスランド

に行くかというのは、やはりそれはない。ですから、治安はいいかもしれませ

んけれども、観光戦略で１番でも２番でも３番目の要素にはなりません。  

 オーバーツーリズムですけれども、いつも申し上げているところで、オーバ

ーツーリズムの問題は、それこそ東京都などのインフラ対策が問題であって、
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日本ではオーバーツーリズムの問題は存在しません。例えばベネチアで 2019年、

1900万人の日帰り観光客が来ていました。５万人の住民しかいません。それで

住民の 380倍の人が来ています。では、ピークのときに日本は１億 2500万人に対

して 3200万人しか来ていませんので 0.26倍と、何がオーバーツーリズムですか。

やはり数字、データを全く見てない人が勝手にオーバーツーリズムと叫んでい

るだけであって、何の実態もない。  

 ただ、一つだけ言えるのは、インフラ対策が十分ではないと住民に対して負

担がかかることは事実。京都市でバスに乗れないという問題ですが、住民がバ

スに乗れないのだったらバスの本数を増やせばそれでいいだけの話。別に憲法

で京都のバスの本数が決まっているわけでもないわけなので、対策が足りない、

それだけの話。なので、オーバーツーリズムの問題ではなくて、先ほどの話に

ありましたようにインフラ投資をどこまでするかということが一番大事な話で

あって、どの業界でもそうなのですが、結局よくなっていくためにはインフラ

投資が最大のポイントでありまして、東京都の観光戦略というのも、 DXも含め

たインフラ投資を促進していくことが最大の肝要なことでないかと私は思いま

す。  

 以上です。  

【佐藤座長】  

 ありがとうございました。  

 まだまだ御意見おありの方もいらっしゃるかもしれませんけれども、会議の

時間がもうそろそろ終了ということになってしまいました。この辺りで議論、

意見交換は終了とさせていただきます。  

 本日は皆様方、非常に熱の入った議論をしていただきまして、多様な、かつ

貴重な御意見を賜ることができたと思います。ありがとうございました。  

 本日、委員の皆様からいただいた御意見につきましては、今回の東京都観光

産業振興実行プランの改定に反映させていただくよう事務局に対してお願いを

いたします。  

 会議冒頭にも申し上げましたが、今回の東京都観光産業振興実行プランの改

定は、コロナ禍による低迷とそこからの回復の中で生じた世の中の新しい動き、

考え方、ニーズを踏まえたものとする必要があります。この観点から、事務局

には、委員の皆様にお示しいただいた大きな方向性を前向きに受け止めていた

だきたいと思います。  

 また、委員の皆様の御指摘は多岐の分野にわたっていますので、それらを観

光部で所掌する施策のみならず、オール東京都の施策で受け止めていただきた

いと思います。どうぞよろしくお願いをいたします。  

 それでは、事務局にお返しいたしますので、連絡事項等ありましたらお願い

いたします。  
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【向井観光部長】  

 本日はありがとうございました。  

 委員の皆様よりいただきました貴重な御意見につきましては、今後のプラン

策定や観光振興施策に生かしてまいりたいと思っております。  

 次回の開催でございますけれども、８月頃を予定しております。また皆様に

お知らせさせていただければと思います。  

 以上でございます。  

【佐藤座長】  

 それでは、以上をもちまして本日の会議を終了いたします。  

 皆様、どうもありがとうございました。  


